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１．概要（Summary） 

液晶ディスプレィに用いられる薄膜トランジスタをゲート

アレイに使用して、in-vitro で培養した細胞の高周波イン

ピーダンス計測を行い、細胞群の成長の様子や活性状態

を電気的に計測可能であることを示した。また、基板が可

視光に対して透明であることを利用して、インピーダンス

計測を行いつつバイオ実験用の倒立顕微鏡を併用した

蛍光観察が可能であることを示した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高 速 大 面 積 電 子 線 描 画 装 置 ADVANTEST 

F5112+VD01 、マスク ・ウエーハ自動現像装置群

EVG101 

【実験方法】 

高速大面積電子線描画装置を用いて、フォトリソグラフ

ィ用のマスクを製作した。また、そのマスクを用いて利用者

のラボで PDMS マイクロ流体チャネル用のモールドを製

作し、薄膜トランジスタアレイの上に装着することで、液中

で細胞の電気的インピーダンスを計測する回路プラットフ

ォームを構築した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Figure 1に製作したバイオ計測プラットフォームの概念

図と、薄膜トランジスタ上に成長した神経細胞の光学顕微

鏡写真を示す。培養した神経細胞に薄膜トランジスタおよ

び外部電極端子を介して電流刺激を与えたときの神経細

胞の応答信号を、同じ薄膜トランジスタ基板上のスイッチ

回路で空間選択的に検出することに成功した。なお、本

研究の薄膜トランジスタは細胞信号の検出だけでなく、電

気泳動、EWoD (Electro Wetting on Dielectric)液滴操

作、細胞インピーダンス計測、光学観察などの組合せ計

測にも応用可能である。 

 

 

 

Figure 1 Cell excitation and sensing platform 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は JSPS 科研費基盤（Ｂ）15H03984 の助成を

受けています。また、シャープ株式会社との共同研究とし

て実施しています。 
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